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■■  ははじじめめにに  
近年、アニマルウェルフェアに配慮し、家畜を適切に飼

養管理することが求められている。一方、畜産経営一戸あ
たりの飼養頭数は増加傾向にあり、飼養者が各個体を観
察する時間は短くならざるを得ず、細やかな飼養管理の実
施が難しくなってきている。そこで、効率的に各個体の状
態を把握し、飼養管理に活かすために生体情報のセンシ
ングが行われてきている。我々の研究グループでは、非侵
襲的に取得可能なセンシング情報として心拍情報に着目
し、これを指標とした牛の分娩を予測するアルゴリズムと分
娩後の炎症性疾患を検知するアルゴリズムの開発を行っ
た。心拍情報を用いた心拍間隔変動解析を行うことにより、
自律神経機能の評価を通じて、ストレス評価、生理機能の
変化あるいは疾病の検知が可能となると考えられる。  
 
■■  活活動動内内容容  
１．牛の分娩予測アルゴリズムの開発（図1） 
妊娠末期牛の心拍間隔データを連続的に取得し、その

データを日周変動成分、トレンド成分及び残渣成分に分
解した。分解して得られたトレンド成分の変曲点を指標とし、
分娩72～36時間前に分娩を予測することが可能となった。 
牛の分娩では、飼養者の適切なサポートが必要となるこ

とがあり、数日にわたって昼夜を問わず観察を行う場合も
あるが、これは飼養者にとって大きな負担となる。本アルゴ
リズムによって、分娩の24時間よりも前に分娩のタイミング
が予測できることで、飼養者の観察にかかる負担を軽減し、
分娩に向けた作業計画を立てることが可能となる。 
２．分娩後の炎症性疾患検知アルゴリズムの開発（図2） 
健康な牛は夜間に心拍数（HR）が低下する特徴を活用

し、夜間初期の心拍数から明け方の心拍数を予測する学
習モデルを作成した。モデル予測値とHR実測値のずれを
指標とし、炎症性疾患発症前の牛を検出することができる。 
本アルゴリズムは、炎症性疾患の発病前に、炎症性疾

患の予兆を検出することができるので、炎症性疾患の予防
や早期治療を実現することが可能となった。 
３．今後の課題 
家畜の心拍情報により、飼養管理にとって有益な情報

が今後も得られる可能性があるが、心拍情報を簡易かつ
安定的に取得する点において課題が残る。我々の研究グ
ループでは、その課題を解決するため、簡易かつ安定的
な心拍情報センシングデバイスの開発にも取り組んでいる。 
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■■キキーーワワーードド：： （1）心拍情報センシング 
 （2）分娩予測 
 （3）炎症性疾患予測 
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図1 牛の分娩予測アルゴリズムの概要 

図2 牛の分娩後炎症性疾患検知アルゴリズムの概要 
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